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目的 
 本グループは, 小学生（高学年）・中学生・高校生の

ASD児を対象とした療育プログラムの開発に取り組ん

できた。ASD児は, 社会的文脈に応じて自分の行動を

調整することが困難と言われている（傳田, 2017）が, 
療育プログラムの中で他者を応援する行動が見られた。

本研究では, 子どもの遊びの中で生じる応援行動の特徴

や意味を明らかにすることを目的とする。応援行動とは

「参加児が課題に取り組んでいる他者に対して声掛けや

拍手をして励ますこと」とする。 
方法 

2022年10月～2023年１月で，3回本プログラムに

参加したASD児2名（以下A, Bとする）を対象とし

た。分析場面としては, 10月（けん玉）, 11月（チャン

バラ大会）, 12月（サンタ検定）, 1月（障害物競争）

の各場面とした。毎回，活動中における参加児の様子を

ビデオカメラで記録した（120分）。その記録をもとに

応援行動の特徴と意味を前後の文脈も含めて分析した。 
結果 

参加児の応援行動の特徴を表1にまとめた。抽出し

た応援行動は全部で9エピソード（A：5, B：4）であ

った。その結果, Aは「イケル イケル」という声掛けが

多く見られた。また応援行動を行うに至るまでの文脈を

見ると, Aは自身も経験したことや, 他児が課題に際し

て「ワタシ デキルカナ」と発言した際に, 声掛けを行

っていたことが分かった。一方でBは, 課題成功につな

がるアドバイスやAと同様に「イケー！」という声掛

けも見られ, 応援行動にバリエーションが見られた。応

援行動後を見ると, 参加児が課題に成功した際に一緒に

喜ぶなど, 応援行動後も他者に関心を持っている様子が

観察された。 

 
考察 

 本研究では, 療育プログラムに参加している ASD 児

の応援行動を, その文脈も含めて分析した。その結果, 
使用される発言など, 参加児によって応援行動が質的に

異なっていることが分かった。また応援行動の生起する

場面や応援行動後の行動など, 応援行動全体の文脈も

様々に異なっていた。文脈の中での応援行動は単体の事

象ではなく, 他者の課題達成後に一緒になって喜びを表

現したり, 他者を賞賛したりする行動が続く一連のプロ

セスである。そのようなプロセスを通じて参加児は他者

への関心を伝えている。このように応援行動は ASD 児

の社会性の発揮の一形態として見ることができる。 
 また, 応援行動は他者が課題に取り組んでいる際に生

起している。このことから参加児たちは, 勝敗や成否が

決まるプログラムに参加することで, 他者を応援すると

いう機会を得, その機会を通じて他者と社会性を発揮し

あっていると考えられる。参加児たちは課題を媒介とし

て応援行動という形で他者と関わっているといえる。 
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